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住所

代表名
平成２８年度風力発電等に係るゾーニング手法検討モデル事業
申請書
標記について、以下の必要書類を添えて申請します。
なお、書類の提出にあたり、暴力団排除に関する誓約事項に誓約します。
1． 提案書（別紙１）
2． 経費内訳（別紙２）
3． その他参考資料
4． 民間団体との共同実施の場合、民間団体の活動概要資料


別紙１
平成２８年度風力発電等に係るゾーニング手法検討モデル事業
提案書フォーム
（作成注)「主たる業務を行う者」の欄に地方公共団体名・所属、作成責任者、担当者、住所、電話番号、ＦＡＸ番号、メールアドレスを記載してください。複数の地方公共団体又は民間団体と共同で提案を行う場合は、共同提案者に関する情報も記載してください。共同提案者が複数ある場合は適宜表を追加してください。
○主たる業務を行う者
	地方公共団体名・所属
	

	作成責任者
	役職
氏名

	担当者
	役職
氏名

	住所
	

	電話番号
	
	FAX番号
	

	メールアドレス
	


○共同提案者
	団体名・所属
	

	責任者
	役職
氏名

	担当者
	役職
氏名

	住所
	

	電話番号
	
	FAX番号
	

	メールアドレス
	


○対象とする再生可能エネルギーの種類（※該当種類に○をつけてください。）

	陸上風力　／　洋上風力　


０．はじめに
本書は、平成２８年度風力発電等に係るゾーニング手法検討モデル事業モデル地域公募要領に沿って、その実施方法等を提案してください。本事業の実施に当たっては、本提案書を基にして事業を行っていただきます。
１．事業の目的と概要
地方公共団体が主導して風力発電事業等のゾーニングを行う目的や事業概要を記述してください。また、提案するモデル地域において過去に環境調査等を行っている場合は、その概要を記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。
・地方公共団体が主導しゾーニングを行う目的
· 地域の風力発電等導入目標（導入設備容量等）
（地球温暖化対策の地方公共団体実行計画（区域施策編）等の上位計画との連携、計画の有無を含む。なければ今後の策定予定）
· 導入を進める上での課題
· 再生可能エネルギーの導入と地域創生に関する方針　等
・ゾーニングモデル事業の概要
· モデル地域名、位置・範囲　※参考資料　論点1)参照
· 目標とする導入設備容量（現時点で分かる範囲で）及び導入年度
· 環境保全上の配慮事項（例：公募要領　別表１）と配慮方法
· ゾーニング結果の活用方策　※参考資料　論点2)参照



２．地域の特性等
本事業で風力発電事業等のゾーニングを行う予定地域（複数ある場合は地域ごと）の概要と環境特性を記載してください。
	＊主に以下の点について説明してください。
【事業性に関する情報】
・アクセス性及び風況等の状況
・送電網などの整備状況（現時点で周辺環境が整備されていない場合は事業性が確保されるための条件や見通し、または代替案など）
・既存の風力発電施設等の設置状況（距離、設備規模、基数など）
【環境保全等に関する情報】
・環境面から特に配慮が必要な地域固有の対象等の状況
（例：特定植物群落や自然度の高い植生の生育地、イヌワシやクマタカ等の特に希少性の高い猛禽類の生息地、渡り鳥の重要集結地　等）
・社会経済的な面で特に配慮が必要な対象等の状況
（例：航空法に基づく制限表面区域、航空路レーダー、漁業権、主な漁場、航路　等）
なお、上記の情報収集の際は、「環境アセスメント環境基礎情報データベースシステム」（https://www2.env.go.jp/eiadb/）を適宜参照、ご活用ください。


３．ゾーニングの策定計画
３－１．ゾーニング策定方法
本事業でのゾーニング策定方法について現時点で想定される内容について記述してください。
【陸上　／　洋上　】※該当するものに○をつけてください。複数必要な場合は、欄を追加してそれぞれ記載してください。
	＊主に以下の点について説明してください。
・ゾーニングで用いる情報の内容と収集方法（参考Ｑ＆Ａ　別表１）
・地域特性から、特に着目すべき情報の有無とその内容
・追加の環境調査が必要であれば、その内容（項目、調査頻度等）
・ゾーニングの方法（情報の重ね合わせや重み付け、検証プロセスの考え方等）
※参考資料　論点6)参照
・ゾーニングの結果である推進エリアと保全エリアの示し方　等



３－２．関係者・関係機関等との調整
提案するモデル事業を実施するに当たり、調整が必要と考えられる関係者・関係機関等の有無や、調整状況等について記述してください。
【陸上　／　洋上　】※該当するものに○をつけてください。複数必要な場合は、欄を追加してそれぞれ記載してください。
	＊主に以下の点について説明してください。
・地方公共団体における推進体制や関係部署間（許認可関連部署）等との調整・連携の状況
（環境部局が応募主体の場合：関係部署として、農林部局、都市計画部局等が挙げられる）
・市町村と都道府県の協力・連携状況
・ゾーニングにあたっての関係団体等（関係者、関係機関）の名称とその概要
・関係団体等との調整方針、調整方法等
（例：景観、植生、猛禽類、農地、海域利用などの配慮事項に対し調整が必要な対象など）
　※参考資料　論点5)参照
・その他、風力発電等導入に向けた地域の理解の状況など。



４．ゾーニング結果の活用について
ゾーニング結果を活用した、環境保全と再生可能エネルギー導入促進のための方策について記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。
・ゾーニング結果の周知方法
・ゾーニング結果の活用方法
（ゾーニング結果の効力（立地に関する規制力など）の考え方、方向性を含む）
　※参考資料　論点4)参照


５．マニュアル策定に資する事項等
提案するモデル事業の実施に関し、マニュアル策定に資する事項等がありましたら記述してください。
	・モデル事業実施にあたって独自の提案
・モデル事業の成果を他の地方公共団体へ展開する際に有効と考えられるポイント（ゾーニング検討プロセスの開示方法　等）
・その他マニュアル策定にあたり、特筆すべき提案　等



６．他の委託事業・補助事業等との関係
提案するモデル地域において、本モデル事業以外に受ける予定の（又は受けたことがある）環境保全と再生可能エネルギー導入促進に係る国等の委託事業や補助事業等があればその内容等について記述してください。この際、平成２８年度以降に予定される事業だけでなく、平成２７年度以前の事業についても確認の上記述してください。
	＊主に以下の点について説明してください。
・他の委託事業や補助事業等の有無
・有の場合は、その委託事業や補助事業の名称及び内容
・有の場合は、本モデル事業の内容と重複がないことの説明や連携して進められるポイント
例）
名称：農山漁村再生可能エネルギー導入可能性等調査（平成２３年度　農林水産省）
内容：再生可能エネルギーの導入に向け、農山漁村資源の活用の可能性を明らかにするとともに、場所の選定の参考となる土地等の情報の提供を行ったもの。



７．実施計画
提案するモデル事業の１年度目（平成２８年度）と２年度目（平成２９年度）における実施計画について記述してください。地方公共団体が実施する事項を中心に、共同実施者や外注（再委託）先との役割分担が分かるように記述してください。
（１年目：平成２８年度）
	時期
	内容

	
	

	到達目標

	


（２年目：平成２９年度）
	時期
	内容

	
	

	到達目標

	


別紙２
平成２８年度風力発電等に係るゾーニング手法検討モデル事業に要する
経費支出予定額内訳
（平成○○年度）※１
	経費区分・費目※２
	金額
	積算内訳※３

	（記載例）
	
	

	
	
	

	業務費
	
	

	旅費
	○○○○○
	（数量）×（単価）＝金額

	諸謝金
	○○○○○
	

	会議費
	○○○○○
	

	備品費、借料及び損料
	○○○○○
	

	賃金
	○○○○○
	

	消耗品費
	○○○○○
	

	通信運搬費
	○○○○○
	

	印刷製本費
	○○○○○
	

	雑役務費
	○○○○○
	

	外注費（再委託費）※４

	文献調査費
	○○○○○
	

	
	環境調査費※５
	○○○○○
	

	
	協議会等運営補助費
	
	

	
	その他（　　　　）
	
	

	その他（　　　　　　　　　　）
	○○○○○
	

	
	
	

	合計
	円
	　


※１：平成２８年度及び平成２９年度の年度毎に、経費支出予定額内訳を作成してください。
※２：適宜、行を追加・削除してください。
※３：備考欄に記載できない場合は、別紙に記載するなどしてください。
※４：原則環境省が環境調査等を実施することはありませんが、応募者において環境調査等の外注が実施できず、やむを得ず環境省において当該業務を行うことを希望する場合（公募要領「１１．（５）委託の形態」参照。）には、金額の欄に「環境省において実施を希望」と記載の上、その理由を記載してください。なお、委託の形態は、理由等を確認の上、環境省が決定します。
※５：環境調査費は、提案書「３－１．ゾーニング実施方法」に記述することとなっている、環境調査の内容を踏まえ積算してください。
連絡先


所属部署名：


役職名：


氏名：


TEL：


FAX：


E-Mail：
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